
アスリート採用の経緯とその後の活動によってもたらされた効果

西崎哲男選手 ×乃村工藝社
パラ・パワーリフティング 集客空間創造企業
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西崎選手の入社時プロフィール

【プロフィール】

氏 名：

生年月日：

出 身：

競技種目：

西崎 哲男（にしざきてつお）

1977年 4月 26日

奈良県

IPCパワーリフティング・54kg級

2014年4月 2014 IPC Powerlifting World Championships（Dubai） 126kg 15位

2014年7月 第11回西日本障害者パワーリフティング選手権大会 131kg 優勝

2014年10月 2014 Asian Para Games（Incheon） 123kg 6位

2001年4月：交通事故により脊髄損傷

2003年2月：車椅子陸上をスタート。2006 IPC陸上競技世界選手権大会 400ｍ 日本代表

2013年9月：競技種目をパラ・パワーリフティングに変更

【主な競技歴】

【経歴】



両手でバーベルが握れる
下肢障害者が参加可能

上半身の力比べ種目

競技はベンチプレス

パラリンピック正式種目

パラ・パワーリフティングとは
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1.622014年11月

西崎選手採用時

厚生労働省が定める法定雇用率2.0%に対する
当社の障がい者雇用率

1.85
2015年11月

採用の目的

１）障がい者雇用の促進

３）社員の士気の高揚

２）社員の連帯感の醸成

４）当社の社会的認知度の向上



雇用契約の内容

2014年11月1日付けで西崎哲男選手を採用

勤務地 ：大阪事業所
所属 ：コーポレート本部大阪管理部
業務内容 ：一般事務、社内外広報業務、競技活動

勤務時間 ：午前9:00～17:30 みなし労働制
※週のうち2日は始業より15時までを所定事業所にて勤務、
他は競技活動に充てる。

経費精算：競技にかかる移動・宿泊費
大会出場にかかるエントリー費
トレーニングにかかるジム会員費と消耗品の購入



2015年 全日本障害者パワーリフティング選手権大会

2015年1月
（入社2ヶ月目）

133kgを成功させ
自己ベストを更新

しかし、
当社の応援者は5名



社内外広報で西崎選手を特集



2015年 西日本パラ・パワーリフティング選手権大会

2015年９月
（入社10ヶ月目）

当社の応援団９名

しかも、西崎選手の
記録も伸びていない
126kg…

未だ、ルールも
彼の現在の状況も
分からない

2015年９月
（入社10ヶ月目）



アスリート採用の効果の最大化

１）障がい者雇用の促進

その実現のためには・・・

３）社員の士気の高揚

２）社員の連帯感の醸成

４）当社の社会的認知度の向上

◎パラ・パワーリフティングの理解と普及促進

◎会社が、社員が、西崎選手を応援する

◎そして、西崎選手が活躍すること



①理解を深める

2015年9月 西日本パラ・パワーリフティング選手権の直後、
西崎選手とミーティング。現状の把握を行う。

西崎選手
PROJECT



②会社に上申

2015年10月 経営会議に西崎選手支援施策を上申し、
承認される。

＜承認内容＞

・IPC認定ベンチ台の購入と、大阪事業所トレーニングルーム設置

・リオ選定大会までの東京（連盟理事長のジム）での

強化トレーニングの実施

・海外上位選手との交流と情報ヒアリングの実施（海外出張含む）

・パラ・パワーリフティング啓蒙セミナーの開催

・日本パラ・パワーリフティング連盟（全日本選手権大会）への協賛

西崎選手
PROJECT



③連盟に協力依頼

2015年10月末 連盟事務所に西崎選手とお伺いし、
当社の今後の取り組みを説明。東京での強化トレーニングと
セミナー開催に関して協力を依頼。

西崎選手
PROJECT



④海外チームとの交流

2015年11月初旬
外務省のSPORT FOR TOMMOROWのプログラムを通じで招致された
ベトナムナショナルチーム強化合宿＠大分太陽の家に参加

西崎選手
PROJECT



⑤東京での強化トレーニング

2015年11月中旬より、連盟理事長の経営するジム＠東京での
強化トレーニングがスタート

西崎選手
PROJECT


